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電子気体における誘電率と拡散効果

柳 正 和

この論文の主な目的は電子気体における不純物の効果を考察することであ

る｡G･1ick は電子問の相互作用としてクーロン相互作用をとbRPAを拡

張 し エadder の補正が重要であることを強調 したが､ここではクーロン相

互作用の他に不純物を介 した有効電子相互作用を考え､それによるiadder

の補正を求め､ その物理的意味を調べた｡拡散電流の効果は､この補正の直

接の結果であることが後視的な̀立場か ら定式化された｡ Cohen らの半現象

-論の基礎づけができた｡kキ 0の場合の一般化されたEinstein-の関係式

が得 られた.以≫ kvToのと･き､ Ichimaruによって得 られた分極率が改良さ

れ た(､W≪ kvoのとき､超音波吸収のPippard-の公式に相当するものが得

られた｡

Sin s七mctureの統計理論

宮 城 宏

最近NaN02で ferroと paraの中間に･S_in相が見出され､ さらに､

Hoshinoによって血相の精密な測定がなされて､ Sinwaveの Period

が (Tc-T)に Iinearに大きく変化することが示されたO(lOcで約 14%

低温側で periodが長 くなろ)

今まで Sinphaseの統計理論は､Bragg-Williams 近似において しかな

く､それでは､ periodは (Tc-T) の2乗で変化することが知 られているO
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誘 電 体 で は ､ 相 互 作 用 は 主 に 近 接 相 互 作 用 で あ れ そ れ 故 ､ B ragg⊥W il ユi-

aiiTIS近 似 か ら 大 き く ず れ る と 考 え ら れ る ｡ そ こ で Shor も ra nge orde r を 取

り込むため に ､ 右 の よ 5･な m ode l を

Beもhe近似で 扱 っ た ｡ こ こ で Jl,J3

は ferro的､J2は an tife rro 的

また dipoleは b及び ⊥b 軸 方 向 の み

を取 b得 るとした｡(NaN 0 2 で は 上 の

ようなモデルがよい近似 と 考 え ら れ る )

一結果は ､ 裾 //右> 1 で は 血 嘉 が

実現され､予想 した通 り ､ S血 w av e の period は (T c-T )の 一 乗 で 大 き い 変

化するo NallJ02におけ る よ う に q c ～ 普 , T c～ 436O K と す れ ば 裾 / Il-

1･08で あって､J3/ JTl の 値 を 1 ･2 及 び 4 と し た 場 合 に ､ 各 々 次 の 値 が 得 ら

れる｡
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この結果 は､実験 と 定 性 的 に 一 致 し ､ 定 量 的 に も か な b 近 い ｡ そ の 他 ､ レ ､ ろ い

ろな量浸 J3/ 1 の ra t i｡ が 大 き ( な れば B ra g g ⊥ W i ユ I i a 皿 S 近 似 の 結 果 紅 近

づ く｡

この ように し て ､ Sin ~押a V e の P e riod の 温 度 に 対 し て 一 次 の 変 化 を 出 す も の

は､ short ran g e ord er の 効 果 で あ 9 ､ こ の 効 果 は 誘 電 体 に お し1.で 大 き い ｡

また､ B eth e 近 似 で C o rre la 七ion fun c t io n が 計 算 き れ た ｡ こ の 結 果 を

使えば､ d i ffu se s ca t ter キn g の 強 度 か らJl,J 2 , J 3 の i n f o r m a t i o n が

得 られ る｡
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